
JP 2008-502939 A5 2008.5.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年5月15日(2008.5.15)

【公表番号】特表2008-502939(P2008-502939A)
【公表日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2008-004
【出願番号】特願2007-516465(P2007-516465)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５１　

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子装置用の取付け装置において、湾曲した長軸及び外面を有する細長いビームと、電
子装置に連結されるように構成された少なくとも１つのブラケットとを備え、前記ブラケ
ットは、本体を備え、該本体は、前記本体の第１及び第２の間隔を空けた端部の間で延在
するとともに前記ビームを挿通させて収容するように構成された穴と、前記本体から前記
穴内に延在するとともに互いに長軸方向に離間した１対のリブとを備えており、該リブは
、前記本体の第１及び第２の間隔を空けた端部近傍に配置され、前記ビームを前記穴内に
収容するときに前記ビームと係合する端面を有しており、前記ブラケットが、前記ビーム
の前記湾曲した長軸周りに配置可能に構成されていることを特徴とする取付け装置。
【請求項２】
　前記ビームは、断面形状が円筒であり、前記穴が、直線状に伸びる穴を有していること
を特徴とする請求項１に記載の取付け装置。
【請求項３】
　前記ビームは、ブラケット係合部を備え、前記ブラケットの前記本体は、前記穴内に収
容可能なビーム係合部を備え、前記ブラケット係合部及び前記ビーム係合部は、前記ビー
ムを前記穴内に収容するときに、協働して前記ブラケットが前記ビームを中心として回転
するのを阻止するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の取付け装置。
【請求項４】
　前記ブラケット係合部は、スロットを備え、前記ビーム係合部は、前記スロット内に収
容されるように構成された突起を備えていることを特徴とする請求項３に記載の取付け装
置。
【請求項５】
　前記ブラケット係合部は、前記ビームの前記長軸に沿って延在していることを特徴とす
る請求項３に記載の取付け装置。
【請求項６】
　前記ビーム係合部は、前記本体から前記穴内に延在する突起を備え、前記ブラケット係
合部は、前記突起を収容するように構成された前記ビーム内に、対応する形状の開口を備
え、前記ブラケットが、前記ビームに沿って摺動するのを阻止するように構成されている
ことを特徴とする請求項３に記載の取付け装置。
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【請求項７】
　前記ビームは、所定の曲率半径を有していることを特徴とする請求項１に記載の取付け
装置。
【請求項８】
　前記ブラケットは、開位置及び閉位置の間で互いに回動可能に連結される上側ブラケッ
ト部材と下側ブラケット部材とを備え、前記上側ブランケット部材及び下側ブラケット部
材は、前記閉位置にあるときに、前記上側ブラケット部材と下側ブラケット部材との間に
前記穴を形成するように構成され、前記穴は、直線状に伸びる長手軸を有していることを
特徴とする請求項１に記載の取付け装置。
【請求項９】
　前記ブラケットは、前記閉位置にあるときに前記上側ブラケット部材を前記下側ブラケ
ット部材に係止する係止アセンブリを備えていることを特徴とする請求項８に記載の取付
け装置。
【請求項１０】
　前記ビームの前記長軸を水平面に位置決めするために、前記ビームに連結される支持体
をさらに備えていることを特徴とする請求項１に記載の取付け装置。
【請求項１１】
　電子装置用の取付け装置において、湾曲した長軸を有する細長いビームであって、外面
及びブラケット係合部を有するビームと、電子装置に連結されるように構成された少なく
とも１つのブラケットとを備え、前記ブラケットは、下側ブラケット部材に回動可能に取
り付けられる上側ブラケット部材を備え、前記上側ブラケット部材は、前記下側ブラケッ
ト部材との間に直線状に伸びる穴を形成しており、前記上側ブラケット部材及び前記下側
ブラケット部材の１つは、前記穴内に収容可能なビーム係合部を備え、前記ビーム係合部
は、前記ビームを前記穴内に収容するときに、前記ブラケット係合部と協働して前記ブラ
ケットが前記ビームを中心に捩れるのを阻止するように構成され、前記上側ブラケット部
材及び前記下側ブラケット部材から前記穴に向かってそれぞれ延在する第１のリブ及び第
２のリブが設けられ、前記第１のリブは、前記穴内で前記第２のリブと長軸方向に間隔を
空けるように配置され、前記第１のリブ及び前記第２のリブは、前記ビームを前記穴内に
収容するときにそれぞれ前記ビームの前記外面に係合するように構成された湾曲した端面
を備えていることを特徴とする取付け装置。
【請求項１２】
　前記ビームは、断面形状が円筒であり、曲率半径を有していることを特徴とする請求項
１１に記載の取付け装置。
【請求項１３】
　前記ブラケット係合部は、スロットを備え、前記ビーム係合部は、前記スロット内に収
容されるように構成された突起を備えていることを特徴とする請求項１１に記載の取付け
装置。
【請求項１４】
　前記ビーム係合部は、前記ブラケットから前記穴内に延在する突起を備え、前記ブラケ
ット係合部は、前記突起を収容するように構成された前記ビーム内に、対応する形状の開
口を備え、前記ブラケットが前記ビームに沿って摺動するのをさらに阻止するように構成
されていることを特徴とする請求項１１に記載の取付け装置。
【請求項１５】
　前記ブラケットは、前記閉位置にあるときに前記上側ブラケット部材を前記下側ブラケ
ットに係止するように構成された係止アセンブリを備えていることを特徴とする請求項１
１に記載の取り付け装置。
【請求項１６】
　前記ビームを水平面に位置決めするために、前記ビームに連結される支持体が設けられ
ていることを特徴とする請求項１１に記載の取付け装置。
【請求項１７】
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　湾曲した長軸及び外面を有する湾曲した細長いビームに電子装置を連結するように構成
される取付けブラケットにおいて、本体を備えており、該本体は、前記湾曲したビームを
挿通させて収容するように構成された直線状に伸びる穴と、前記本体から前記穴内に延在
するとともに互いに長軸方向に離間した１対のリブとを備え、該リブは、湾曲した面を有
し、前記湾曲したビームを前記直線状に伸びる穴内に収容するときに前記湾曲したビーム
の前記外面と係合するように構成されていることを特徴とする取付けブラケット。
【請求項１８】
　前記穴は、第１端部及び第２端部を備え、前記１対のリブの一方は、前記第１端部に隣
接して配置され、前記１対のリブの他方は、前記第２端部に隣接して配置されていること
を特徴とする請求項１７に記載のブラケット。
【請求項１９】
　前記１対のリブは、前記ビームと係合するように構成された湾曲した内面を備えている
ことを特徴とする請求項１８に記載のブラケット。
【請求項２０】
　前記本体は、前記穴内に収容可能なビーム係合部を備え、前記ビーム係合部は、前記穴
に収容されたときに前記ビームの一部と協働して前記ブラケットが前記ビームを中心とし
て捩じれるのを阻止するように構成されていることを特徴とする請求項１７に記載のブラ
ケット。
【請求項２１】
　前記ビーム係合部は、前記穴内で内向きに延在する突起を備えていることを特徴とする
請求項２０に記載のブラケット。
【請求項２２】
　前記ビーム係合部は、前記穴内に収容されるときに前記ビームと協働して前記ブラケッ
トが前記ビームに沿って摺動するのを阻止するように構成された突起を備えていることを
特徴とする請求項２０に記載のブラケット。
【請求項２３】
　前記本体は、開位置及び閉位置の間で互いに回動可能に連結される上側ブラケット部材
と下側ブラケット部材とを備え、前記上側ブラケット部材及び下側ブラケット部材は、前
記閉位置にあるときに前記上側ブラケット部材と下側ブラケット部材との間に前記穴を形
成するように構成されていることを特徴とする請求項１７に記載のブラケット。
【請求項２４】
　前記ブラケットは、前記閉位置にあるときに前記上側ブラケット部材を前記下側ブラケ
ット部材に係止するように構成される係止アセンブリを備えていることを特徴とする請求
項２３に記載のブラケット。
【請求項２５】
　電子装置を細長いビームに連結するように構成された取付けブラケットにおいて、下側
ブラケット部材に回動可能に取り付けられる上側ブラケット部材を備え、該上側ブラケッ
ト部材は前記下側ブラケット部材との間に穴を形成しており、前記上側ブラケット部材及
び前記下側ブラケット部材の一つは、前記穴内に収容可能なビーム係合部を備え、該ビー
ム係合部は、前記ビームを前記穴内に収容するときに、前記ビームの一部と協働して前記
ブラケットが前記ビームを中心として捩じれるのを阻止するように構成され、前記上側ブ
ラケット部材は、開口と該開口内に収容されるブッシュとを備え、該ブッシュが、前記開
口内に螺合するように収容されて、前記上側ブラケット部材に対する前記ブッシュの相対
的な位置が、調節可能なように構成されていることを特徴とする取付けブラケット。
【請求項２６】
　前記穴は、第１端部及び第２端部を備え、前記ブラケットは、第１リブ及び第２リブを
さらに備え、前記第１リブは、前記第１端部に隣接して配置され、前記第２リブは、前記
第２端部に隣接して配置されていることを特徴とする請求項２５に記載のブラケット。
【請求項２７】
　前記リブは、前記ビームに係合するように構成された湾曲した内面を備えていることを
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特徴とする請求項２６に記載のブラケット。
【請求項２８】
　前記ビーム係合部は、前記穴内に内向きに延在する突起を備えていることを特徴とする
請求項２５に記載のブラケット。
【請求項２９】
　前記ビーム係合部は、前記穴内に収容されたときに前記ビームの一部と協働して、前記
ブラケットが、前記ビームに沿って摺動するのを阻止するように構成された突起を備えて
いることを特徴とする請求項２５に記載のブラケット。
【請求項３０】
　湾曲した長軸を有する細長いビームに電子装置を連結するように構成される取付けブラ
ケットにおいて、本体を備えており、該本体は、前記ビームを挿通させて収容するように
構成される穴と、前記ビームが前記穴内に収容されるときに前記本体が前記ビームを中心
として捩じれるのを阻止する手段と、前記ビームを前記穴内に収容するときに互いに離間
した位置で前記湾曲した長軸を有するビームの表面と係合する手段とを有することを特徴
とする取付けブラケット。
【請求項３１】
　前記本体は、開位置及び閉位置の間で回動可能に連結された上側ブラケット部材と下側
ブラケット部材とを備え、前記上側ブラケット部材及び下側ブラケット部材は、前記閉位
置にあるときに前記上側ブラケット部材と下側ブラケット部材との間に前記穴を形成する
ように構成されていることを特徴とする請求項３０に記載のブラケット。
【請求項３２】
　前記本体は、前記閉位置にあるときに前記上側ブラケット部材を前記下側ブラケット部
材に固定する係止アセンブリを備えていることを特徴とする請求項３１に記載のブラケッ
ト。
【請求項３３】
　前記電子装置を前記本体に取り付ける手段が設けられ、前記本体に対する前記電子装置
の相対的な位置が、調整可能になっていることを特徴とする請求項３０に記載のブラケッ
ト。
【請求項３４】
　電子装置を湾曲した細長いビームに連結するように構成された取付けブラケットにおい
て、開位置及び閉位置の間で下側ブラケット部材に回動自在に取り付けられる上側ブラケ
ット部材を備え、前記上側ブラケット部材及び前記下側ブラケット部材は、前記閉位置に
あるときに前記上側ブラケット部材と前記下側ブラケット部材との間に穴を形成するよう
に構成され、前記穴は、互いに離間された第１端部及び第２端部を備え、前記上側ブラケ
ット部材及び下側ブラケット部材から前記穴内に向かって延在する第１リブ及び第２リブ
を備え、該第１リブは、前記第１端部に隣接して配置され、前記第２リブは、前記第２端
部に隣接して配置され、前記リブの各々は、前記穴に収容されたときに前記ビームの表面
と係合するように構成される湾曲した内面と、前記穴内に収容可能なビーム係合部とを備
えており、該ビーム係合部が、前記穴内に収容されたときに、前記ビームの一部と協働し
て前記ブラケットが前記ビームを中心として捩れるのを阻止するように構成されているこ
とを特徴とする取付けブラケット。
【請求項３５】
　電子装置用の取付け装置において、湾曲した長軸を有する細長いビームを備え、電子装
置を前記細長ビームに連結するように構成される取付けブラケットを備え、前記ブラケッ
トは、本体を備え、前記本体は、前記ビームを挿通させて収容するように構成された穴と
、前記ビームを前記穴内に収容するときに前記本体が前記ビームを中心として捩れるのを
阻止する手段と、前記ビームを前記穴内に収容するときに互いに離間された位置で前記湾
曲した長軸を有するビームの表面に係合する手段とを備えていることを特徴とする取付け
装置。
【請求項３６】
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　前記ブラケットは、開位置及び閉位置の間で互いに回動可能に連結される上側ブラケッ
ト部材及び下側ブラケット部材を備え、前記上側ブラケット部材及び下側ブラケット部材
は、前記閉位置にあるときに、前記上側ブラケット部材と下側ブラケット部材との間に前
記穴を形成するように構成されていることを特徴とする請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ブラケットは、前記閉位置にあるときに前記上側ブラケット部材を前記下側ブラケ
ット部材に固定するように構成される係合アセンブリを備えていることを特徴とする請求
項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　電子装置用の取付け装置において、湾曲した長軸を有する湾曲した細長いビームを備え
、該ビームは、前記軸に沿って延在するブラケット係合部を備えており、前記電子装置を
前記ビームに連結するように構成される少なくとも１つの取付けブラケットを備え、前記
ブラケットは、開位置及び閉位置の間で下側ブラケット部材に回動可能に取り付けられる
上側ブラケット部材を備え、前記上側ブラケット部材及び前記下側ブラケット部材は、前
記閉位置にあるときに、前記上側ブラケット部材と前記下側ブラケット部材との間に穴を
形成するように構成され、該穴は、互いに離間した第１端部及び第２端部を備え、前記上
側ブラケット部材及び前記下側ブラケット部材から前記穴内に向かって延在する第１リブ
及び第２リブを備え、該第１リブは、前記第１端部に隣接して配置され、前記第２リブは
、前記第２端部に隣接して配置され、前記第１リブ及び前記第２リブの各々は、前記穴に
収容されるときに、前記ビームの表面と係合するように構成される湾曲した内面を備え、
前記穴内に収容可能に設けられたビーム係合部が、前記穴内に収容されるときに前記ビー
ムの前記ブラケット係合部と協働して、前記ブラケットが、前記ビームを中心として捩れ
るのを阻止するように構成されていることを特徴とする取付け装置。
【請求項３９】
　前記ブラケット係合部は、スロットを備え、前記ビーム係合部は、突起を備えているこ
とを特徴とする請求項３８に記載の装置。
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